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衆
議
院
議
員
大
河
原
ま
さ
こ
君
提
出
荒
川
河
川
区
域
に
お
け
る
治
水
工
事
と
環
境
保
全
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
大
河
原
ま
さ
こ
君
提
出
荒
川
河
川
区
域
に
お
け
る
治
水
工
事
と
環
境
保
全
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書 

一
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
に
、
御
指
摘
の
「
希
少
動
植
物
」
に
関
す
る
情
報
が
流
出
し
た
場
合
、
当
該
動
植
物
が

生
息
し
、
又
は
生
育
す
る
具
体
的
な
場
所
や
当
該
動
植
物
の
生
息
数
等
が
明
ら
か
と
な
り
、
当
該
動
植
物
の
乱
獲
等
を
誘
発

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。

以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
六
号
の
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
情
報
の
扱

い
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
河
川
事
務
所
等
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
情
報
公
開
法
上
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
轄
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
個
別
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘

の
よ
う
に
「
他
事
例
と
の
比
較
に
お
い
て
、
」
「
そ
の
明
確
な
判
断
基
準
の
要
件
」
を
一
概
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
（
以
下
「
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
」

と
い
う
。
）
は
、
御
指
摘
の
「
荒
川
上
流
環
境
保
全
連
絡
会
」
の
運
用
に
お
い
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
等
を
総
合
的
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に
勘
案
し
た
結
果
、
情
報
の
扱
い
に
つ
い
て
一
定
の
制
約
を
設
け
て
い
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
オ
オ
タ
カ
専
門
家
」
に
つ
い
て
は
、
葉
山
嘉
一
氏
及
び
栁
澤
紀
夫
氏
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
お
尋
ね

の
「
選
任
し
た
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
両
氏
は
、
鳥
類
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
生
物
の
保
護
に
関
す
る
専
門
的
知
見
を
有
す

る
有
識
者
で
あ
り
、
か
つ
、
河
川
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
知
見
を
有
す
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
「
根
拠
」
に

つ
い
て
は
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
荒
川
水
系
河
川
整
備
計
画

（
平
成
二
十
八
年
三
月
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
策
定
。
令
和
二
年
九
月
改
定
）
に
お
い
て
、
「
河
川
環
境
の
整
備
と

保
全
を
図
る
た
め
、
河
川
の
状
況
に
応
じ
、
水
質
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
・
繁
殖
環
境
、
景
観
、
河
川
利
用
等
に
つ
い
て

配
慮
し
、
多
自
然
川
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
計
画
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
自
然
と
調
和
を
図
っ
た
整
備
と
保
全
を
行
う
。
な

お
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
学
識
経
験
者
等
の
意
見
を
聴
き
、
・
・
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に

努
め
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
両
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
選
任
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
「
公
金
支
出

の
詳
細
」
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
法
令
等
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、
謝
金
及
び
旅
費
と
し
て
、
葉
山
嘉
一
氏
に
対
し
て
は
九
万
五
千
五
百
三
十
八
円
、
栁
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澤
紀
夫
氏
に
対
し
て
は
七
万
六
千
三
十
八
円
を
支
払
っ
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
委
嘱
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
荒
川
上
流
河
川

事
務
所
が
実
施
す
る
工
事
の
設
計
、
施
工
や
施
設
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
オ
オ
タ
カ
」
を
は
じ
め
と
す
る

野
生
生
物
の
保
護
等
の
観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
資
料
と
議
事
録
」
に
つ
い
て
は
、
情
報
公
開
法
第
五
条
第
六
号
の
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
も
の
も
含
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
公
表
す
べ
き
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
は
、
御
指
摘
の
「
第
三
十
一
回
連
絡
会
に
お
い
て
、
オ
オ
タ
カ
繁
殖
放
棄
以
降
は
学
識
者
と
の
現

地
視
察
は
行
っ
て
い
な
い
」
と
明
確
に
回
答
し
た
事
実
は
な
い
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
オ
オ
タ
カ
繁
殖
放
棄
以
降
」
の
具
体

的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
二
の
２
で
御
指
摘
の
「
現
地
視
察
」
の
翌
日
で
あ
る
令
和
四
年

五
月
二
十
日
か
ら
御
指
摘
の
「
第
三
十
一
回
連
絡
会
」
の
開
催
日
で
あ
る
令
和
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
荒
川
上

流
河
川
事
務
所
は
、
有
識
者
と
と
も
に
同
年
二
月
二
十
一
日
及
び
同
年
七
月
二
十
日
に
現
地
視
察
を
行
っ
た
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
今
年
度
に
お
け
る
現
地
調
査
の
実
施
状
況
」
は
、
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
は
、
有
識
者
と
と
も
に
同
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日
及
び
同
年
十
一
月
九
日
に
現
地
視
察
を
行
っ
た
。
お
尋
ね
の
「
今
後
の
予
定
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
未
定
で
あ
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
や
県
の
オ
オ
タ
カ
保
護
指
針
に
明
確
に
抵
触
す
る
工
事
の
実
施
に
よ
り
、
オ
オ
タ
カ
繁
殖
地
の
消
失
を
招

い
た
こ
と
」
及
び
「
こ
れ
ら
の
環
境
破
壊
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
５
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
同
様
な
手
法
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
後
、
御
指
摘
の
「
オ

オ
タ
カ
繁
殖
地
」
に
お
い
て
、
治
水
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
有
識
者
か
ら
助
言
を
受
け
る
の
か
等
に
つ

い
て
は
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
な
ぜ
連
絡
会
の
場
で
ビ
オ
ト
ー
プ
の
維
持
保
全
と
河
道
掘
削
工
事
の
内
容
を
説
明
せ
ず
、
協
議
を
全
く
行
う

こ
と
な
く
、
樹
林
伐
採
工
事
を
進
め
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
、
御
指
摘

の
「
越
辺
川
ビ
オ
ト
ー
プ
」
に
お
け
る
河
道
掘
削
等
に
つ
い
て
は
、
治
水
上
必
要
な
工
事
と
し
て
緊
急
的
に
実
施
し
た
も
の
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で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
河
道
掘
削
等
の
完
了
後
に
御
指
摘
の
「
連
絡
会
」
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
「
ビ
オ

ト
ー
プ
再
生
に
向
け
た
議
論
に
対
応
し
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
御
指
摘
の
「
連
絡
会
」
に
お
い
て
、
御
指
摘
の

「
越
辺
川
ビ
オ
ト
ー
プ
」
の
再
生
に
向
け
た
工
事
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
意
見
の
交
換
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
こ
れ
ら
の
課
題
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
政

府
と
し
て
の
今
後
の
進
め
方
に
関
す
る
基
本
的
な
見
解
」
に
つ
い
て
は
、
治
水
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事
業
が

行
わ
れ
る
地
域
に
生
息
し
、
又
は
生
育
す
る
動
植
物
に
対
す
る
影
響
に
係
る
配
慮
及
び
当
該
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
と
の

調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
な
ぜ
令
和
二
年
八
月
の
第
二
回
以
降
こ
れ
ま
で
、
同
環
境
保
全
懇
談
会
は
三
年
半
に
わ
た
り
一
度
も
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
回
に
わ
た
り
開
催
し
た
御
指
摘
の
「
荒
川
第
二
・
三
調
節
池
環
境
保
全
懇

談
会
」
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
荒
川
第
二
・
三
調
節
池
」
に
係
る
事
業
に
関
す
る
意
見
の
交
換
等
を
行
い
、
出
さ
れ
た
意

見
を
踏
ま
え
、
当
該
事
業
の
内
容
を
一
部
見
直
す
等
、
十
分
に
議
論
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
誰
が

又
は
ど
の
機
関
が
行
っ
て
い
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
荒
川
調
節
池
工
事
事
務
所
に
お
い
て
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実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


